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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第２四半期
累計期間

第44期
第２四半期
累計期間

第43期
第２四半期
会計期間

第44期
第２四半期
会計期間

第43期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,154,1141,780,3931,080,696956,8624,229,500

経常利益（千円） 77,069 137 55,231 30,697 209,321

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
41,665 △56,244 30,666 △36,133 91,979

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 630,500 630,500 630,500

発行済株式総数（株） － － 4,810,0004,810,0004,810,000

純資産額（千円） － － 2,158,4192,132,1402,207,042

総資産額（千円） － － 3,925,8543,828,2594,053,077

１株当たり純資産額（円） － － 449.09 443.62 459.21

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

8.67 △11.70 6.38 △7.52 19.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 10.00

自己資本比率（％） － － 55.0 55.7 54.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△25,385△114,452 － － 125,368

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△327,952△43,230 － － △347,600

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△57,561 △47,964 － － △57,818

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,233,1081,158,3101,363,957

従業員数（人） － － 381 383 373

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第43期第２四半期累計期間及び第43期第２四

半期会計期間並びに第43期については潜在株式が存在しないため、第44期第２四半期累計期間及び第44期第

２四半期会計期間については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

 2/23



２【事業の内容】

　 当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　 該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

　     提出会社の状況 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 383 (32)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

 3/23



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。　

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

ソフトウェア開発事業（千円） 912,707 88.8

入力データ作成事業（千円） 32,985 84.5

受託計算事業（千円） 11,168 83.1

合計（千円） 956,862 88.5

　（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当第２四半期会計期間における受注状況を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円）
前年同四半期比（％）

　

ソフトウェア開発事業 992,608 100.1 846,182 91.0

入力データ作成事業 33,154 86.2 1,109 157.9

受託計算事業 17,225 165.5 8,574 1,596.0

合計 1,042,988 100.3 855,865 92.0

　（注）１．金額は販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

 4/23



(3）販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

ソフトウェア開発事業（千円） 912,707 88.8

入力データ作成事業（千円） 32,985 84.5

受託計算事業（千円） 11,168 83.1

合計（千円） 956,862 88.5

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社東証システムサービス 137,081 12.7 115,130 12.0

株式会社日立製作所情報システム事業部 － － 109,186 11.4

日本ユニシス株式会社 － － 99,576 10.4

エヌ・ティ・ティ・データ・システム技

術株式会社
124,357 11.5 95,213 10.0

日興システムソリューションズ株式会社 132,608 12.3 － －

　　 （注）１．総販売実績に対する割合が10%以上のものについて記載しております。

２．前第２四半期会計期間における株式会社日立製作所情報システム事業部の販売実績は22,532千円（割

合は2.1％）であり、日本ユニシス株式会社の販売実績は59,336千円（割合は5.5％）であります。

３．日興システムソリューションズ株式会社の当第２四半期会計期間における販売実績は65,912千円（割

合は6.9％）であります。　

　　 ４．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　　　
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２【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

   

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第２四半期会計期間のわが国経済は、４－６月期の実質ＧＤＰが前期末に比べ僅かながら上向きに転じたもの

の、国内需要は依然として低迷が続き外需頼みの状況が続きました。

　一方、情報サービス産業においても前年同期比売上はマイナス成長となり、依然として厳しい状況が続きました。

　このような厳しい状況の中、当社では既存顧客の案件獲得強化と新規顧客の開拓に注力してまいりましたが、第１

四半期会計期間の落ち込みを補うには至りませんでした。

　その結果、当第2四半期会計期間の業績は、売上高956百万円（前年同四半期比11.5％減）、営業利益30百万円（前年

同四半期比35.8％減）、経常利益30百万円（前年同四半期比44.4％減）、また四半期純利益につきましては投資有価

証券評価損50百万円を計上し、36百万円の四半期純損失（前年同四半期は四半期純利益30百万円）となりました。

 

　事業部門別の概況は次のとおりであります。
 
①ソフトウェア開発事業

ソフトウェア開発事業は、売上高912百万円（前年同四半期比11.2％減）、売上総利益124百万円（前年同四半期

比18.1％減）となりました。

 

②入力データ作成事業

入力データ作成事業は、売上高32百万円（前年同四半期比15.5％減）、売上総損失２百万円（前年同四半期は売

上総利益0百万円）となりました。

 

③受託計算事業

受託計算事業は、売上高11百万円（前年同四半期比16.9％減）、売上総損失2百万円（前年同四半期は売上総損失

2百万円）となりました。

 

(2)財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における総資産は3,828百万円となり、前事業年度末に比べて224百万円減少しておりま

す。これは主に現金及び預金の減少によるものであります。

負債合計は前事業年度末に比べて149百万円減少し、1,696百万円となりました。これは主に未払金及び未払法人

税等の減少によるものであります。

純資産は前事業年度末に比べて74百万円減少し、2,132百万円となりました。これは主に四半期純損失56百万円と

配当金の支払48百万円による利益剰余金の減少によるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期会計期間末に比べ

46百万円減少し、1,158百万円となりました。

　

当第２四半期会計期間における 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は33百万円（前年同四半期は62百万円の獲得）であります。これは主に税引前四半

期純損失22百万円のほか、売上債権の増加147百万円、賞与引当金の増加96百万円及びたな卸資産の減少46百万円等

によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は13百万円（前年同四半期は165百万円の使用）であります。これは主に有形及び

無形固定資産の取得による支出10百万円と貸付けによる支出2百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

前年同四半期と同様に財務活動による重要なキャッシュ・フローはありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、重要な設備の新設、除却、売却等はありません。また、新たに確定した重要な設備

の新設、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,810,000 4,810,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株（注）

　

計
4,810,000 4,810,000 － －

　（注）　平成21年８月７日開催の取締役会決議により、同年10月１日より単元株式数を100株に引下げております。

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日 
－ 4,810,000 － 630,500 － 553,700
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

尾崎　修 東京都千代田区 1,327 27.58

昭和システムエンジニアリング従

業員持株会
東京都中央区日本橋小伝馬町15番18号 244 5.07

尾崎　美代子 東京都千代田区 202 4.19

有限会社オーエム商事 東京都国分寺市南町３丁目３－16 200 4.15

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町２丁目１番地 180 3.74

日本ユニシス株式会社 東京都江東区豊洲１丁目１番１号 150 3.11

尾崎　裕一 東京都目黒区 142 2.95

瀧澤　忠孝 千葉県松戸市 130 2.70

山口　勝彦 埼玉県さいたま市緑区 129 2.68

山口　猷子 埼玉県さいたま市緑区 120 2.49

計 － 2,824 58.71
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（６）【議決権の状況】

　　　①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　    3,000　　　　　　　　　　　－ 単元株式数　1,000株　　　

完全議決権株式（その他） 普通株式　  4,806,000 4,806同上

単元未満株式 普通株式　　　　1,000 　　　　　　　　　－
一単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 4,810,000　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　－

総株主の議決権 － 4,806 　　　　　　　　－

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式791株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社　昭和システム

エンジニアリング

東京都中央区日本橋小伝

馬町15番18号
3,000 － 3,000 0.06

計 － 3,000 － 3,000 0.06

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 275 265 260 260 265 257

最低（円） 250 250 248 240 251 235

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期

財務諸表については監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,108,310 2,313,957

売掛金 554,403 564,719

仕掛品 26,343 22,616

その他 133,672 133,039

流動資産合計 2,822,730 3,034,333

固定資産

有形固定資産 ※1
 155,441

※1
 161,237

無形固定資産 70,578 57,416

投資その他の資産

繰延税金資産 499,951 515,159

その他 351,237 356,611

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 779,509 800,090

固定資産合計 1,005,528 1,018,744

資産合計 3,828,259 4,053,077

負債の部

流動負債

買掛金 61,790 85,873

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 7,914 53,398

賞与引当金 194,029 203,007

その他 102,209 186,455

流動負債合計 415,943 578,733

固定負債

役員退職慰労未払金 64,614 64,614

退職給付引当金 1,215,561 1,202,686

固定負債合計 1,280,176 1,267,301

負債合計 1,696,119 1,846,035

純資産の部

株主資本

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,127,593 1,231,899

自己株式 △1,352 △1,352

株主資本合計 2,310,440 2,414,746

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,078 △28,325

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △178,300 △207,704

純資産合計 2,132,140 2,207,042

負債純資産合計 3,828,259 4,053,077
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,154,114 1,780,393

売上原価 1,879,159 1,591,784

売上総利益 274,954 188,609

販売費及び一般管理費 ※1
 208,659

※1
 191,996

営業利益又は営業損失（△） 66,294 △3,387

営業外収益

受取利息 4,448 3,191

受取配当金 1,173 981

技術指導料 4,000 －

雑収入 1,499 1,723

営業外収益合計 11,121 5,896

営業外費用

支払利息 38 19

投資事業組合運用損 308 2,215

雑損失 － 136

営業外費用合計 346 2,371

経常利益 77,069 137

特別損失

投資有価証券評価損 － 50,267

事務所移転費用 － 3,140

リース解約損 － 690

特別損失合計 － 54,098

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 77,069 △53,960

法人税、住民税及び事業税 36,767 2,300

法人税等調整額 △1,363 △16

法人税等合計 35,403 2,283

四半期純利益又は四半期純損失（△） 41,665 △56,244
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,080,696 956,862

売上原価 930,607 837,938

売上総利益 150,088 118,924

販売費及び一般管理費 ※1
 102,511

※1
 88,391

営業利益 47,577 30,532

営業外収益

受取利息 3,219 1,535

技術指導料 4,000 －

雑収入 760 988

営業外収益合計 7,979 2,524

営業外費用

支払利息 16 6

投資事業組合運用損 308 2,215

雑損失 － 136

営業外費用合計 324 2,359

経常利益 55,231 30,697

特別損失

投資有価証券評価損 － 50,267

事務所移転費用 － 3,140

特別損失合計 － 53,407

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 55,231 △22,710

法人税、住民税及び事業税 35,616 1,150

法人税等調整額 △11,051 12,273

法人税等合計 24,565 13,423

四半期純利益又は四半期純損失（△） 30,666 △36,133

EDINET提出書類

株式会社　昭和システムエンジニアリング(E05075)

四半期報告書

15/23



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

77,069 △53,960

減価償却費 7,430 11,887

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,129 △8,977

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,031 12,874

受取利息及び受取配当金 △5,621 △4,173

支払利息 38 19

投資事業組合運用損益（△は益） 308 2,215

投資有価証券評価損益（△は益） － 50,267

売上債権の増減額（△は増加） 155,663 10,316

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,767 △3,727

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,201 △1,794

仕入債務の増減額（△は減少） △77,812 △24,082

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,856 △6,525

未払金の増減額（△は減少） △54,209 △59,034

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,698 3,137

その他 592 372

小計 94,836 △71,185

利息及び配当金の受取額 3,704 4,173

利息の支払額 △39 △9

法人税等の支払額 △123,886 △47,431

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,385 △114,452

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △450,000 △800,000

定期預金の払戻による収入 150,000 800,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △23,582 △41,664

投資有価証券の取得による支出 △638 △599

貸付けによる支出 △5,650 △2,600

貸付金の回収による収入 2,217 2,021

敷金及び保証金の回収による収入 － 52

その他 △298 △439

投資活動によるキャッシュ・フロー △327,952 △43,230

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △229 －

配当金の支払額 △57,332 △47,964

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,561 △47,964

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △410,899 △205,646

現金及び現金同等物の期首残高 1,644,007 1,363,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,233,108

※1
 1,158,310
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準を適用し

ておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月

27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　

平成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着手した

受注契約から、当第２四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる受注契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の受注契約については検収基準を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の売上高は137百万円増加し、営業損失及び税引前

四半期純損失はそれぞれ13百万円減少し、経常利益は13百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、 145,961千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、146,805千円であ

ります。

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

　役員報酬 66,600千円

　給与手当 38,973千円

　賞与引当金繰入額 10,390千円

　役員報酬 54,510千円

　給与手当 41,751千円

　賞与引当金繰入額 8,058千円

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

　役員報酬 33,300千円

　給与手当 19,353千円

　賞与引当金繰入額 5,514千円

　役員報酬 21,210千円

　給与手当 19,888千円

　賞与引当金繰入額 4,069千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,183,108

預入期間が３か月を超える定期預金　 △950,000

現金及び現金同等物 1,233,108

　

 （千円）

現金及び預金勘定 2,108,310

預入期間が３か月を超える定期預金　 △950,000

現金及び現金同等物 1,158,310
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　4,810,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　　　　3,791株

 

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 48,062 10平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金　

　(2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

　　　　該当事項はありません。

（持分法損益等）

　当社は関係会社を有していないため、該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 443.62円 １株当たり純資産額 459.21円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8.67円 １株当たり四半期純損失金額（△） △11.70円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期累計期間については潜在株式が存在し

ていないため、当第２四半期累計期間については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在してい

ないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△） 

（千円）
41,665 △56,244

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る四

半期純損失（△）（千円）
41,665 △56,244

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,806

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6.38円 １株当たり四半期純損失金額（△） △7.52円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期会計計期間については潜在株式が存在

していないため、当第２四半期会計期間については１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在して

いないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△） 

（千円）
30,666 △36,133

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る四

半期純損失（△）（千円）
30,666 △36,133

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,806 4,806

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月29日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米澤　英樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　幸三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和システ

ムエンジニアリングの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第43期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成20年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

株式会社昭和システムエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人大手門会計事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植木　暢茂　　印

　
指定社員　
業務執行社員　

　 公認会計士　 武川　博一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　隆史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社昭和システ

ムエンジニアリングの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第44期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７

月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社昭和システムエンジニアリングの平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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